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Abstract : For planmng the restoration of vegetation in the area of the Yawatabara pasture , (enclosed
in l 986) , a phytosociological vegetation map of this area was drawn besed on a held survey during
2003-2004. The fonowmg 25 umts were used Sα""gγα“"s〃αconununity,Aj"z↓sJqpo7"ca-

α汚れ"7zsjebol“’community>A"”sjapo”cα三A?"te77ZiS" P"?zcePs commumty) A"ztts jq"o?"Cq-
Sasaりe"c/z" var. /Was"e community, Wb2"w,"??z oPz刎呪|s var. cα〃esce7zscommuni砿両b呪”呪"7z

OP2"26S var. cqjUesCe"s-Co7-""s sdeboj伽α泥αcommunity, Rosq, ??ztﾙ〃IC7．α-胸Pe”“"7zasc"7℃7z
commumty,SjZ/、“Jqpo7"c2もs-O砥α"Sg7城"Z" community, Pd?zzjs de?zs"oγa-Ge7z"α?zcU scqbγα
var､b2&emeγ2community>P"z秘sde"s帆oγαcommunity, QzJe7czls seγγ"" commumty, Lcz""
"e77We" plantation, Z”ﾉzaa7Zgt4S t伽"αcommunitZ/, SpﾉZqg?ZZ477Z pa虹s〃e-C"税”72,sjebokZ虎
communityj L忽呪jα”α伽cﾉze" conunumty, C@?ns"?7z slebold" conunumty, JM7zczJs GWs26s var.
αec”Ce7zs-P"郡Caγ@"t伽"zbe7りれcommunity,Pe7'WS”α”α〃z26?zbe7U" community, SP/z"722j??z
p "126s"e-A?"ﾉZO"a?"ﾉZZj77Z, OdOγα伽"?z community, Pe?"siCq?''Zα〃2zj?zbe71"- A?z"zo〃a"tﾉ”↓m
ocZo?洩れ6m,community)醗噸“o”z”z〃7zdje"a7zz”z弓A”"2o"α”ﾉzz"7z odoγαれ6??z community, RoSq
?7ZZ"噸orα弓A?"/zo〃α?沈加"7z ocZo7切れ"72, commumty, 8qsaりe"c"" var. "?s26te communityi Open
water, and Road.

The relationship of vegetation units with topographic conditions, recovery of mre vegetation with
(water conditions) , and animal behaviour, were discussed.
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広島県山県郡芸北町八l幡地区では, 1964年から大規模草地改良事業が行われた．経営について
は途中，芸北町牧野農業共同組合から広島県畜産開発事業団に変わったが, 1985年まで八幡原牧
場に多くの牛が飼育されていた この牧場の土地は，牧場が作られる前は地域の採草地であり，
旧陸軍の演習地として利用されたことがある また戦後は一部は開拓地となっていた 堀川ほか
(1959a)によると，地域内には，マツ林，スギ植林，落葉広葉樹林、ササ原．草原及び湿原が

認められている また，農林省中国農業試験場（1967）によると. 1964年の牧場造成直前の植生
については，「草高lmていどのクマザサが多く‘ところどころに雑潅木が群生していた一部
には松林もあった」と報告している この牧場は諸般の事情により1986年3月に閉鎖されるこ
ととなり 鈴木・吉野（1986）は1985年秋に将来の利用計画策定のために植生及び植物相の調査
を行った その後．この地域は八幡原公園として南側と中央部は順次整備された．しかし，北側
の約20haについては．一部が造成され，道路も整備されたが，牧場跡地の大部分は手付かずの
ままであった．

芸北町に活動の拠点をもつ西中国山地自然史研究会では2002年9月8日に「湿原の復元」を
テーマにワークシヨップを開催し、この地区での湿原の復元を取り上げた．また．広島県は2003
年に自然再生推進法に基づく自然再生事業の計画地として本地域を取り上げた（八幡湿原再生協
議会 会長 中越信和広島大学教授)．自然再生事業を計画するにあたっては，植物群落の現状
を詳細に調べることが重要な課題であり，細密植生図は計画を立案するための最も基礎的な資料
となる今回 この地域の植生について調査を行う機会を得‘鈴木・吉野（1986）の調査結果と
ともに考察を行ったので報告したい

調査地は広島県北西部の中国山地に位置し，太田川の支流柴木川の源流地域である（図1）
海抜は800 m前後で高原地域となっている 気象は 広島地方気象台(1984)によると，八幡に
おける年平均気温が9.8℃年平均降水量は2,697mm (統計期間は．いずれの平均値も1951～1 978
年のうちの16～20年間）である 積雪は1968年に最大390cmを記録しており．広島県の豪雪地域
であるが．近年では積雪は多くても150cm前後である
八幡盆地は西中国山地国定公園に含まれ，広島県（1933）には牧野富太郎博士が見つけたカキ

ツバタについて記録が見られる．戦後 太田川水系柴木川の樽床ダム建設に際しては,堀川･佐々
木(1959)や堀川ほか( 1959a,b)が森林植生，湿原植生，植生景観などについて調査している．
また，宝理（1982）やHada (1984)は，本地域を含めて，広島県あるいは中国地方の湿原につ
いて報告している 近年では「芸北高原の自然館」を中心に，中越・安部（1996）など地域の
自然について多くの調査研究が行われているこの地域の植生については．渡邊ほか（2003）が
八幡地区の植生図を作成し，堀川ほか( 1959a)の植生図と比較検討し，過去40年の間に草地や
水田が減少し､植林が増加していることを示している

は じ め に

調査地の概要
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調査地付近の臥竜山（海抜1,223.4m) .掛頭山(1,126.1m)などの山塊は、楠見ほか(1986)に

よると流紋岩からなる調査地はこれらの山の北西部の麓にあり．地質は砂礫層からなる なお
この部分の水系は東北方に流出する 農林省中国農業試験場( 1967)によると．調査地は1964年

の夏から秋にかけて伐採，乾燥，火入れを行い，ブルドーザーで開墾した 播種した牧草は．イ
タリアンライグラス．チモシー．メドウフェスク，ペレニアルグラス，ラジノクローバー，オー

チャードグラス．ケンタッキー 3 1 フェスク．リードキャナリーグラス，レッドクローバー，ア

ルサイククローバーである広島畜産開発事業団(1986)によると,牧場および草地の造成後は，
調査地域は放牧利用地として利用されていた

1．群落調査

牧場跡地の植生の群落構造を調べるために．2003年8月から同年10月にかけて．牧場跡地とそ
の周辺部で植生調査を行った また.2004年9月にも.草本植生を中心にデータの追加を行った
調査方法はBraun-Blanquet ( 1964)によった．方形区は植物相及び相観の均質な場所を任意で抽

出し，方形区に出現する全ての植物を階層毎に優占度及び群度の測定を行った 得られた114個

の植生資料をEllenberg ( 1956)の方法により表操作を行い，常在度表を作成して，群落を識別
した表操作は森林群落と草本群落に分けて行った．

2．細密植生図
細密植生図を作成するにあたってベースマップとしては，広島県が作成した森林基本図画を拡

図1 調査地の位置

調 査 方 法

- 3



大し。約1 /3,000の縮尺の地形図として使用したまた2003年冬にこの地域のl/1,000の地形図

が作成されたので，縮尺を約1/2,000にして調査結果を転写した調査が不十分な群落や地点に
ついては2004年に追加調査を行った
細密植生図の作成方法については，鈴木ほか(1975)に従い，主に現地で吉野が作成した．今

回は 森林群落及び草本群落の総合常在度表を用いて踏査し，群落同定と群落の境界を調べた
従って作成された植生図は鈴木ほか（1985）による植物社会学的植生図となる．調査地には樹林

の間に湿原等の草本群落があるため,調査ルートの間隔を5～10mとし全域を踏査した ただし，
ノイバラ等が繁茂し 立ち入りが困難な一部の地点は双眼鏡を用いて群落を判読した 空中写真

の利用は参考程度とした．
学名・和名については，「広島県植物誌」（広島大学理学部附属宮島自然植物実験所・比婆科学

教育振興会(1997) )に従った．なお，本文中には湿原に生育するC〃溶血"7Zsleboja虎をマアザミ

と記した．本種の和名は現在ではキセルアザミが多く使われているが．植生学では群集名として
歴史的にマアザミの和名を使用しているので．この和名を使った

調 査 結 果
1）群落区分

表操作の結果 森林植生は表lに示す12の群落に，また．草本群落は表2に示すl1の群落に区
分された 各々の群落とその特徴について．以下に示す

1．ネコヤナギ群落（表 l ,群落番号1 )
区分種：ネコヤナギ

調査地内の河川は中～下流部がコンクリートによる三面張の明渠になっており，壁面には排水
のための穴が付けられている．これは牧場造成後 牧草地の水捌けをよくするために付けられた

ものである．ネコヤナギ群落は工事の行われていない自然護岸の部分で川幅が5mほどある箇所
で僅かに成立していた 構成種はアキノウナギツカミ，ミゾソバなどであるまた，付近にはサ

ワグルミの生育も確認された.川幅が狭く､河岸にサワグルミやコナラなどが生育することから．
長期にわたって存続する群落ではないようである．

2．ハンノキーマアザミ群落（表1，群落番号2）
区分種：ハンノキ．マアザミ．アブラガヤ．チダケサシなど

高木層のハンノキは樹高が8～15mあり，草本層にはマアザミ（キセルアザミ）やハンカイソ

ウが多く見られる 群落の平均種数は21種であるこの群落は 宮脇( 1983)のマアザミーハン
ノキ群集Cirsio sieboldii-Alnetum japomcaeに属する林分と考えられる．
調査地内には周囲の丘陵部や山から流れ込む小さな水路が見られる これらの水路の一部は整

備されていないため蛇行していることが多い．その水路沿いや調査地内で地形的に凹部となって
いる過湿な立地に成立する群落である この群落内のハンノキの多くは牧場経営時に切り残され

た個体であり，本地域では最も発達したハンノキ群落である
3．ハンノキーヨモギ群落（表1，群落番号3）

区分種：ハンノキ，マアザミ．アブラガヤ．チダケサシ，ススキ，ヨモギなど
牧場跡地の凹部や周辺から流れ込む小さな水路付近に見られる ハンノキーマアザミ群落に似
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るが,ススキやヨモギなどが生育することから区分される群落の高さは6～10mと．やや低い
群落の平均種数は34種とやや多いハンノキーマアザミ群落に比べ，やや乾いた環境に見られる
が，小さな水路に発達するハンノキ林に周辺部の草本群落からススキやヨモギなどが侵入してい
る傾向がある
4ハンノキーチュウゴクザサ群落（表1，群落番号4）

区分種；ハンノキ，キンミズヒキ，ミゾソバ．チュウゴクザサ，オオミヤマガマズミなど
高木層はハンノキやミズキからなる．群落高は10～12mで，群落の平均種数は45種と多いマ

アザミ，アブラガヤ，チダケサシ．ヨシなどを欠き，チュウゴクザサやオオミヤマガマズミなど
が見られることが特徴である．落葉樹林の構成種が見られることから．ハンノキ群落から遷移が
進みつつある群落と見ることもできるが．むしろ，牧場の管理によりハンノキが生育していた立
地が乾燥し，ハンノキ林内の構成種が入れ替わり．多くの種が生育するようになった群落と思わ
れる．

5カンボク群落（表1，群落番号5）
区分種：ヤマアゼスゲ．エゾシロネ．キンミズヒキ，トモエソウ．ミゾシダ．サトメンダ，スス

キ な ど

カンボク．カラコギカエデ，ズミなどが優占する群落で．群落の高さは3～7m,群落の平均
種数は24種である．この3種はいずれも湿った立地に生育する低～小高木であり．下部から分枝
していることが多い 林内はやや乾燥しており．群落内にはコナラやミズナラ，アカマツなどの
個体が見られない．また 林縁部は周囲が草原状になっているこれらの種が1本ずつ離れて生
育している立地では．下部から枝分し、きれいな半球状の樹形を形成している
6．カンボクーツノハシバミ群落（表1．群落番号6）
区分種；種群4．5，6と種群7のクリ．リョウブ．ツノハシバミ，イソノキなど

カンボク群落に似るが．リヨウブ，クリ，ツノハシバミ，イソノキなどが生育することにより

区分される．群落の高さは4～5m，群落の平均種数は37種で．カンボク群落に比べやや多い
優占種はカンボク，カラコギカエデ，ズミなどで，群落の外観はカンボク群落と変わらない．調
査地ではやや周辺部に見られ、群落構成種に落葉樹林を構成する種が見られるのが特徴である
7．ノイバラートモエソウ群落（表1，群落番号7）
特別な区分種をもたない群落である．種群2のハンノキや種群4のヤマアゼスゲ．エゾシロネ

など．種群7のアカマツ，チュウゴクザサなどを欠くまた，トモエソウ．ミゾソバ．サトメシ
ダなどが見られる 群落の高さは1.4～5mで群落の平均種数は20種である カラコギカエデが
優占する樹高5mのデータも種類組成では本群落に含まれた．クララが優占することもあるが，
森林群落というよりも，半潅木群落とでもすべきものであるノイバラが多い立地では調査は困
難である．
8．工ゴノキーミヤマカタバミ群落（表1，群落番号8）
区分種：エゴノキ，ミヤマカタバミ．ミヤマカンスゲ、ムカゴイラクサ，シシウドなど
種群7のうちのエゴノキ，チユウゴクザサなどが見られ、種群8のミヤマカタバミなどによっ

て区分される林分である 樹高は約8mで．エゴノキが優占する群落の平均種数は46種ときわ
めて多い．調査地では自然河川の河岸部分に塊状に分布している一般にエゴノキは落葉樹林や
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表1 牧場跡地の森林群落組成表
1：ネコヤナギ群落，2：ハンノキーマアザミ群落 3：ハンノキーヨモギ群落．4；ハンノキーチュウゴクザ
サ群落，5：カンボク群落．6：カンボクーツノハシバミ群落 7：ノイバラートモエソウ群落 8：エゴノキ
ーミヤマカタバミ群落，9：アカマツーリンドウ群落10:アカマツ群落l1:コナラ群落, 12:カラマツ植林

群 落 番 号 l
調 査 地 点 数 1
平 均 出 現 櫨 数18

1 ネ コ ヤ ナ ギ 1

2 ハ ンノ キ

3 マ ア ザ ミ
アブラガヤ
チダケサシ
ヨシ
ヒメシダ
ヌ マ ガ ヤ

トモエソウ
ミゾソバ
サトメシダ

6 ススキ
ヨモギ
イヌトウバナ
ヒメジョオン
エゾノギシギシ

ア カ マ ツ

チュウゴクザサ
エゴノキ
コシアブラ
オオミヤマガマズミ ・
ヤマウルシ
カスミザクラ
リョウプ
クリ
オオカメノキ
クロモジ
イ ワ ガ ラ ミ 1 1
ツノハシバミ
イソノキ
コバノガマズミ
ア ク シ バ

8ミヤマカタバミ
ミヤマカンスゲ
ムカゴイラクサ
シ シ ウ ド

9 サワヒヨドリ
ヒカケノヵズラ
リンドウ
ア リ ノ ト ウ グ サ

1 0ウリハダカヱデ
ノギラン
ダイセンミッパッツシ
タ ラ ノ キ

1 1サワフタギ
ハイイヌガヤ
ハ リ ギ リ

1 2 カ ラ マ ツ

1 3イヌツゲ
カンボク
コブシ
ミ ズ キ

1   1

1   1
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アカマツニ次林内に生育する中高木の種で,自ら林冠を構成したり.優占種となることは少ない．

このような群落が成立しているのは，何らかの原因で，コナラ等の優占種となりうる種が生育し
なかったか，あるいはエゴノキが有毒植物で放牧時に牛に食べられず，管理放棄後にこの食べら
れなかった個体が生育した可能性がある 特殊な条件下に成立している群落といえる．
9．アカマツーリンドウ群落（表1,群落番号9)
区分種：種群7と種群9のサワヒヨドリ，ヒカゲノカズラ，リンドウ．アリノトウグサなど

樹高が2～5mの若いアカマツが優占する林分で．群落の平均種数は20種である調査地内で
は周辺部や排水路沿いに帯状に分布している林冠が十分に形成されていないため，林床に多く
の草本類が生育する 牧場の管理が放棄されてから侵入した若いアカマツ林である．なお．調査
地付近ではマツ枯れは見られない
10 .アカマツ群落（表1 ,群落番号10 )
区分種：種群7と種群10のウリハダカエデ，ダイセンミツバツツジ，タラノキなど

調査地では旧牧場の周辺部に見られる また．水路沿いに大きいアカマツの個体が点在してい
る．芸北町のアカマツ林については，まとまった調査はされていないが 林内にダイセンミツバ

ツツジなどが見られることから.  'Ibyohara ( 1984)のアカマッーミズナラ群団のアカマツーミ
ズナラ群集に属する林分と考えられる．階層構造はよく発達している．和田(1997)は芸北町の

アカマツ林は種類組成的に落葉広葉二次林と変わらないとしている 群落区分を行った表の種群

7にはアカマツ群落とコナラ群落に共通の種が多数見られる．一方，アカマツ群落はダイセンミ
ツバツツジなどによってコナラ群落と区分されることから．芸北地域におけるこれら2つの群落
の関係は，詳細に調べれば生態的な差が見つかる可能性があるなお、調査地の一部には樹高が
15mで，樹齢が同じようなアカマツが6本ほど直線状に並んでいた．これらは植栽された可能性
があり．芸北町八幡のアカマツ林については植林についても検討する必要がある

11．コナラ群落（表1，群落番号11)
区分種：種群7と種群1lのサワフタギ，ハイイヌガヤ．ハリギリ．コナラなど
アカマツ群落と同じく種群7の種が多く見られるが，種群11のサワフタギなどによってアカマ

ツ群落と区分される．調査地ではミズナラの優占する林分も見られた 調査地は広島県北部に位
置し、標高が800m前後と高いことから，優占する主な落葉樹としてはコナラからミズナラ．ブ
ナへと変化する範囲に位置している．潜在自然植生としては八l幡盆地の大歳ﾈIII社にブナが生育す
ることから，鈴木・吉野(1986)はブナ林域としている．しかしブナの優占する林分は臥竜山の
海抜1 ,000m以上でないと見られない．これは調査地付近が古くからの人為的な影響で自然林が

伐採され二次林として広く利用されていたためと思われる．
12．カラマツ植林（表1，群落番号12)

区分種：カラマツ（植栽）
落葉針葉樹であるカラマツの植林で．群落高は15～18mある．群落の種類構成はアカマツ群落

やコナラ群落とほとんど差がないが．平均種数が26種とやや少ない．下枝伐りなどの管理は行わ
れていない．調査地では周辺部にわずかに確認することができた
13．ヒメガマ群落（表2，群落番号1)
区分種：ヒメガマ
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表2 牧場跡地℃の草原群落組成表

1：ヒメガマ群落 2：オオミズゴケーマアザミ群落，3：オタカラコウ群落 4：マアザミ群落，
ゾソバ群落 6：ミゾソバ群落，7：オオミズゴケーハルガヤ群落 8：ミゾソバーハルガヤ群落
ヨドリーハルガヤ群落．10：ノイバラーハルガヤ群落11 :チュウゴクザサ群落
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北西部の造成地にできたくぼ地に水がたまり，本群落が発達している．ヒメガマの優占する群
落で，水深が1Ocm余りある立地では純群落となっているヒメガマは鈴木・吉野(1986)では報
告されていないまた，調査地では他に見られないため，牧場閉鎖後の工事によって新たな生育
環境ができ．本種が侵入したものと考えられる．

14 オオミズゴケーマアザミ群落（表2，群落番号2）
区分種：オオミズゴケ，ゴウソ，ホタルイなど
種群4のオオミズゴケ，ゴウソ，ホタルイなどがあり，種群5のミゾソバ，アキノウナギツカ

ミなどを欠くことにより区分される群落である本地域では湿原植生として最も発達した群落で
あるオオミズゴケが優占し マアザミ（キセルアザミ）が多数生育する．ヌマガヤは見られな
かった．調査地内では面積の広い群落は見られず，周辺部に断片的に見られた これらは牧場造
成により消失した群落の断片で，以前にはまとまった面積があったと考えられる．
15 オタカラコウ群落（表2，群落番号3）
区分種：オタカラコウ

オタカラコウにより区分される群落で，湿原の周辺部に発達する大型の草本からなる．エゾシ
ロネ，ツリフネソウ．ミゾソバなどが生育する

16．マアザミ群落（表2，群落番号4）

区分種：マアザミ，アブラガヤ，エゾシロネなど
種群2のオオミズゴケ，ゴウソなどを欠くまた，種群5のハルガヤ，ヨモギ．ススキなどを

欠くマアザミが優占する群落で．湿原とその周辺部に発達している．ヌマガヤがわずかに見ら
れる．

17．イーミゾソバ群落（表2，群落番号5）
区分種：イ．アブラガヤなど

群落番号16のマアザミ群落に似るが．マアザミを欠く群落である湿った立地に発達ている
調査地では北東部にまとまった面積が見られるが．成因についてははっきりしない
18．ミゾソバ群落（表2，群落番号6）

区分種：ミゾソバ，アキノウナギツカミ．ヨツバムグラ

種群5のミゾソバ．アキノウナギツカミ．ヨツバムグラで区分される群落であるマアザミや
アブラガヤなど湿った環境に生育する種群3を欠くことから．やや乾いた環境に発達する群落と
いえるまた，ススキ，ヨモギなどの種群5を欠いている

19．オオミズゴケーハルガヤ群落（表2，群落番号7）
区分種：オオミズゴケ，マアザミ，イ，ハルガヤなど
種群2のオオミズゴケ．ゴウソ，種群4のマアザミ，イ．アブラガヤなど．種群5のミゾソバ

など，種群6のハルガヤ，ススキ，イヌツゲなどによって特徴づけられる群落である 放棄され
た牧草地のうち．過湿な立地にオオミズゴケが侵入し生育している群落と思われる．多様な種群
から構成される群落であるが．平均出現種数は12種とそれほど多くない．
20.ミゾソバーハルガヤ群落（表2,群落番号8)
区分種；マアザミ，アブラガヤ，ミゾソバ．ハルガヤなど
オオミズゴケーハルガヤ群落に似るが 種群2のオオミズゴケ，ゴウソなどを欠くことにより
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区分される．調査地ではやや乾いた環境から湿った環境まで巾広い立地に生育する群落である．
優占する種としては，ワラビ，ススキ，ミゾソバ，ヨモギ，チゴザサなど多様である平均出現
種数は16種で草本群落では最も多い
21．サワヒヨドリーハルガヤ群落（表2，群落番号9）
区分種：イ．ハルガヤ．ヨモギなど

ミゾソバーハルガヤ群落と比べると，種群5のミゾソバ．アキノウナギツカミなどを欠く．ま
た，種群4の種も出現頻度が低いやや乾いた環境に発達し、ミゾソバーハルガヤ群落からノイ
バラーハルガヤ群落への移行的な群落である

22．ノイバラーハルガヤ群落（表2，群落番号10)
区分種：ハルガヤ．ヨモギ．ススキなど

種群1から5を欠き，種群6のハルガヤ，ヨモギ，ススキ．イヌツゲなどによって特徴づけら
れる群落である．乾燥した立地に生育する群落で，牧場の管理放棄の後に発達した群落である

この群落にはノイバラがよく繁茂しており．立ち入ることが困難な場合がある
23．チュウゴクザサ群落（表2，群落番号l1)

区分種：チュウゴクザサ

種群7のチュウゴクザサが優占する群落である調査地南側の丘陵地に広く見られる．ノイバ
ラ，クマイチゴ，ヨモギなどが生育する 場所によっては純群落に近いところもあり．そのよう
な立地では他の植物はほとんど生育していない

2）細密植生図
上記の調査結果をもとに作成した植物社会学的植生図を図2に示す植生図は調査地とその周

辺部で作成したまた，北西部の造成地では作成していない．そのため，自然再生事業が計画し
ている範囲の面積とは面積が少し異なる．各群落の面積と割合を表3に示す．なお植生図は周辺
部も含めて作成しているため．表3の中でミズナラークリ群落やアカマツ群落の割合が高くなっ
ている 調査地における主な群落の植生配分について以下に示す．

ネコヤナギ群落は自然護岸の部分にわずかに見られる 河道がコンクリートによって固定され
る以前は，川沿いに発達していたと思われる

ハンノキーマアザミ群落は山際の過湿な部分や流水辺に生育しているが，いずれの植分も面積
が狭い 牧場の造成工事により．その大半が消失したためと思われるハンノキーヨモギ群落は

西側では広い面積に見られる．また．中央の水路より東側では流路に沿って帯状に発達してい
る．ハンノキーチュウゴクザサ群落では．樹高の高いハンノキの個体が点在している これらは
造成時に放牧する家畜の休憩のために切り残された個体である 現在では林床部が乾燥している

ため．ハンノキ林の本来の構成種とは異なる種群が林内や林床部に生育している
カンボク群落は森林植生では最も広い面積で見られる．この群落の優占種であるカンポクズ

ミ．カラコギカエデは．ほとんどの個体が生え際から萌芽状に枝を伸ばし.主幹が不明瞭である．
そのため，周辺部が草本群落の場合，外観は半球状になり，極めて特異な景観となっている．中

央の河川の西側では主に単木状に生育しているためこの景観が顕著である東側と北側ではまと
まった樹冠を形成している．この群落では林床部にアカマツやコナラ，ミズナラ．クリなど高木
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層を構成する種がほとんど見られな
い また，調査地の約27％の面積を

占めているので今後の遷移が注目
される．

アカマツーリンドウ群落は主に河

川沿いに見られるこの群落は．牧

場経営の放棄後 周辺部に生育する
親木からの種子散布によって成立し

たものであるアカマツ群落やミズ
ナラークリ群落は調査地周辺部に広

く見られるが，調査地内にはほとん
ど見られない．これらの木々の生育

する立地は．草地を造成するのに適
していたため，牧場造成時にそのほ

とんどが切られたためと思われる
オオミズゴケーマアザミ群落は．

過湿な立地に点在している．しかし

個々の面積は狭く、全体の0.41％し
かない．南東部には．ややまとまっ

た面積が見られる マアザミ群落は
主に調査地の東側に見られる付近

には樹高2mたらずのアカマツが見
られることから．今後．湿生のアカ

マツ林に変化すると考えられる．まプ

表3調査地における各群落の面積と割合

群 落 名

ネコヤナギ群落
ハンノキーマアザミ群落
ハンノキーヨモギ群落
ハンノキーチュウゴクザサ群落
カンボク群落
カンボクーツノハシバミ群落
ノイバラートモエソウ群落
エゴノキーミヤマカタバミ群落
アカマツーリンドウ群落
アカマツ群落
コナラ群落
カラマツ群落
ヒメガマ群落
オオミズゴケ群落一マアザミ群落
オタカラコウ群落
マアザミ群落
イーミゾソバ群落
ミゾソバ群落
オオミズゴケーハルガヤ群落
ミゾソバーハルガヤ群落
サワヒヨドリーハルガヤ群落
ノイバラーハルガヤ群落
チュウゴクザサ群落
開放水域
道 路

面 積 割 合
（㎡） （％）

192.349  100.00

マツ林に変化すると考えられる．また.調査地の東側にオオミズゴケーハルガヤ群落が広がるが．
この群落は草地にミズゴケが侵入し，湿地化しつつある群落と考えられる

ノイバラーハルガヤ群落は草本群落では最も広い面積を占めておりやや凸地形の乾燥した範
囲に広く見られる．舗装された道路と中央の河川に挟まれた範囲では優占群落といえる．また．

中央の河川は下流部がコンクリートの三面張りとなっているが，この河川沿いの部分でも優占し

ているこの群落は草本群落のカテゴリーに含めて整理したが 牧場が放棄されてから17年たっ
ても．ノイバラが繁茂し現状のような群落であることから．ツル性木本植物群落とでも表現した
ほうがよいかもしれない．

チュウゴクザサ群落は南西部にまとまった面積で分布しているこれは調査地周辺のアカマツ
林や落葉広葉二次林の林内 あるいは林縁部に生育していた個体が 牧場経営放棄後．地下茎を
伸ばすことにより．生育範囲を広げたものと考えられる．

ミゾソバ群落は種類組成で区分された群落であるが現地では個々の面積が狭いため．植生図

には表示できなかった なお、この他にオギの生育が確認されているが 量的に少なく，植生資
料も得ることができなかった
牧場経営放棄後の植生の回復は 植生図から判断すると．周辺部と中央河川のうちの自然護岸
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部分から進んできたようであるまた,調査地内の細流にそってもハンノキやマアザミが生育し，
湿生群落が発達している調査地の西側では，道路とそれに付属する排水施設が西側の山腹斜面
からの水の流れを限定し，その結果乾燥した立地を増やしている．

1牧場閉鎖後の植生変化

鈴木・吉野(1986)は．農林省中国農業試験場(1967)が，「牧草地の造成上，大きな制限要
因および阻害因子があり，牧草地造成が不適当であるとみなされる土地」として適性級数Ⅳとし
た水口谷のハンノキ林とその周辺部を中心に調査を行い．全域の踏査と空中写真の実体視によっ
て現存植生図を作成している 図示する植生単位は相観によって区分し,15の凡例で作成してい
る そのうち今回の調査範囲でイ群落，アブラガヤ群落，ハンノキ群落，ヌマガヤ群落とした範
囲は，ほとんどが流路沿いの過湿な立地である
1986年の牧場閉鎖後，調査地では道路の拡幅と舗装が行われたが．植生そのものには手をつけ

なかったため，牧場跡地は主に牧草であるイネ科植物の草地から遷移が進んだ．そのため一般的
な遷移とはやや様相が異なる 特に遷移初期に侵入するアカメガシワ．ヌルデ．イヌザンシヨウ
などの木本類がほとんど見られない．また，カンボク．カラコギカエデ.ズミが優占する群落は，
その景観が極めて特異的である石橋・田村(1997)は戸河内町赤江谷湿原の調査で，湿原周辺
高木林としてカンボク群落をあげ‘構成種として．マアザミ．チダケサシ．アブラガヤなどを．

また区分種としてカンボク，ノリウツギ，ウリハダカエデ，ズミなどを上げている 今回確認さ
れた低木群落はカンボク．ズミなどが見られることから．この群落に類似するが．マアザミなど
の湿地性の種を欠くことが特徴的である

この群落は1985年の調査では確認されず，放牧中止後に牧草が生育していた特殊な環境から成
立した群落とみるべきであろうまたこの群落内にはアカマツやコナラ，ミズナラなど将来高木
になる種類が見られないことから．比較的長期間にわたってこの群落が続くものと思われる．白
川・中越( 1998)は1 995～96年時の千町原の植生景観を示しているそれによると草原内の低い
灌木状の樹木がカンボクやカラコギカエデであり，これらが生長して現在の調査地に見られるカ
ンボク群落になったものと思われる

ハンノキが優占する群落については，1985年時に見られた河川沿いの群落が大きくなる一方，
この18年で牧草地の凹状の湿った立地に成立している．一方．調査地内にはハンノキの大きな個
体が点在しているが，これらは群落的なまとまりに乏しい．牧場造成時に切り残された個体で，
牧場造成後，林床部が乾燥し，ハンノキ群落構成種が減少するなかで．生き残った個体と考えら
れる．

アカマツは，1985年に周辺部に見られた群落が大きくなっている 一方．調査地内には若いア

カマッが多数生育しており 将来的には湿地周辺にアカマツが生育する景観になると考えられ
る．

オオミズゴケーマアザミ群落などの湿地植生は，牧場経営時にも一部の過湿な立地に残ってい
た．それらの群落構成種は牧場の管理が放棄され.水の管理がされなくなると．しだいに広がり．

考 察
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現状ではハルガヤなどと混生するようになったと考えられる

2．遷移系列

鈴木・吉野（1986）は本地域の潜在自然植生図を作成し，ブナ群落 ハンノキ群落 湿原の3
つの凡例で示しているこのうちブナ群落については，鈴木・熊井( 1977)による八I幡盆地の大
歳神社の社叢の調査結果によっている 今回確認された23の群落について本地域での遷移系列
を，鈴木・吉野（1986）の潜在自然植生を参考に推測した（図3)
調査地には谷筋にサワグルミが認められることからサワグルミ群落の存在を仮定したまた，

アカマツ群落やカンボク群落については．比較的長い時間ののち，ブナ群落に遷移するとした．
また，現在見られるハンノキが優占する群落は 水分条件の悪い乾いた立地の群落はミズナラー
クリ群落を経てブナ群落に遷移するとした 一方，水分条件の良い立地の群落はハンノキ群落が
存続するものとした ノイバラの優占するノイバラートモエソウ群落はカンボク群落，ミズナラ
ークリ群落 ブナ群落と遷移するとした．湿原植生については．水分条件により，アカマツが侵
入し樹林に変化するか あるいは湿原植生が維持されると考えられる

3．植生と動物との関連
臥竜山とその周辺部では．ツキノワグマの捕獲例や目撃例が上野ほか（1996）により報告され

ている．調査地の南東部には．まとまった面積の草本が一方向に倒されていたり．湿原内に一定
幅の踏み跡が見られたことから，ツキノワグマが利用していると考えられる空間がある 従来．
クマは山間部に生活していたものであるが．農山村の生活スタイルの変化により．人里近くで生
活するクマが増加したためと考えられている（広島哺乳類談話会2000)また．中央東側のオオ
ミズゴケーハルガヤ群落では，2003年10月の調査でイノシシが広い範囲で表土をかく乱してい
た 上野ほか( 1996)によると 近年の暖冬傾向による積雪量の減少により芸北町では1 980年
代から見られるようになった 堀川らが1 950年代に八幡の湿原を調査した頃はイノシシやツキノ
ワグマなどによる植生への影響は考慮する必要がなかったと考えられる しかし今後は，これら
大型動物による調査地域の利用と．湿原植生などに与える影響を考慮する必要がある

調査結果を発表するにあたっては．八幡湿原再生協議会（会長 中越信和広島大学教授）のご
協力をいただいた現地調査では，広島県芸北地域事務所農政局林務第一課の山lll奇裕実 山本文
俊両氏を始め県庁の多くの方にお世話いただいた．広島県林業技術センターの弓場憲生氏には衛
星データについて多くのご教示を受けた また 解析にあたっては東和科学（株）のスタッフに
協力していただいた．記して感謝の意を表したい

l芸北町八幡で放牧停止後17年が経過している土嶽地区において, 2003年9月から植生調査を

要
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行った．

表操作によって23（森林12,草原1l )の群落が識別された
群落の総合常在度表を用いて，現地踏査によって細密植生図を作成した

各群落の分布と面積を示し、1986年の資料をもとに植生の変化について
法．地形や水分条件などとの関連を考察した
調査結果をもとに．この地域の植物群落の遷移について考察した また

についても考察した．
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